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ムは10 μMと100 μMの濃度で有意な直接的肺血管拡張作用を示し、パンクロニウムも1 μ
Mと10 μMと100 μMの濃度で有意な直接的肺血管拡張作用を示した。一方、インドメサシ
ン存在下では、ベクロニウムは10 μMと100 μMの濃度で有意な直接的肺血管拡張作用を示
したが、パンクロニウムはいずれの濃度でも有意な直接的肺血管拡張作用を示さなかった。 
 
考 察 
 本研究結果から、ベクロニウムのHPV反応の抑制作用と高K+誘発肺血管収縮で直接的な肺
血管拡張作用は、どちらの作用もシクロオキシゲナーゼ系が関与していないことが明らか
となった。パンクロニウムは、HPV反応に影響を及ぼさなかったが，高K+誘発肺血管収縮で
直接的な肺血管拡張作用を示し、このパンクロニウムによる直接的な肺血管拡張作用はシ
クロオキシゲナーゼ系を介した直接的な肺血管拡張作用があることが示唆された。 
 本研究では、NDNBであるパンクロニウムがHPV反応に影響を与えていないため、HPV反応
にニコチン性受容体が関与している可能性は低いことが推測された。 
 HPV反応は、低酸素シグナルがカリウムチャネル－カルシウムチャネルの連関によって伝
達されるため、ベクロニウムのK+チャネルへの関与を明確にすることが，ベクロニウムに
よるHPV反応抑制作用の機序解明の糸口となると考えられた。 
 
結 論 
 家兎摘出灌流肺標本において、ベクロニウムは、HPV反応の抑制作用と直接的な肺血管拡
張作用がみられたが、シクロオキシゲナーゼ系が関与していなかった。パンクロニウムは、
シクロオキシゲナーゼ系を介した直接的な肺血管拡張作用をもつものの、HPV反応に影響を
及ぼさなかった。 
 
 
 
 
 
